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差予引定追額加区 分 。12.23I別報番｜ 節約 額示達額示達 計
千円 千円 千円 千円 千円
校 資
国立学校 126,046 72,047 198,093 6.78,697 19, 396 
大学附属病院 7. 233 7, 233 ム2,516 74, 717 
研 nノhL 所 128.187 128,187 ム39,574 88,613 
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ら削減するものとする。ただし，各省庁の長
は，特別の事情によりこの定員削減目標の達成
に支障を来す場合においては，行政管理庁長官
と協議の上，実施の方法を定めるものとする。
4 各省庁の長は，本措置が終了するまでの間，
引き続き，各四半期末における欠員の状況を翌
月末日までに行政管理庁長官に報告するものと
する。
入学料等の増額について
昨年12月24日付けの新聞紙上で・国立大学の授業
料，入学料及び入学検定料の増額の動きがあるこ
とが報ぜ，られた。総長は，これらの学貨の増額が
学生生活に与える影響の重大さにかんがみ，国立
大学協会等を通じて関係、当局に対し，増額の中止
について強い要望を行った。その内容等は，次の
とおりである。
昭和49年12月24日
国立大学協会の林会長，岡本 ・相磯両副会長等
が永井文部大臣，山崎文部政務，岩間文部事務両
次官，井内大学局長等に而談し，要望（資料1参
照）。
資料l
各国立大学長殿
国大協総第120号
昭和49年12月25日
国立大学協会
事務局長鶴岡酒造雄
国立大学の授業料上旬額について（事務連絡{1))
去る12月24日の新聞紙上において，来年度の予算編成
に関連し，国立大学の授業料について，その増額が検討
されている旨の記事が報道されましたが，同日午後永井
文部大臣，山崎，岩間両次官，井内，木田，今村各局長
と林会長，岡本，相磯両副会長，加藤第l，谷田第2.
都留第6各常置委員長， JII上理事等との懇談が行なわれ
ましたので，その席上で，このたびの国立大学授業料矯
額についてのいきさつ経過等について文部省側の説明を
きくとともにこの問題について意見交換を行ないまし
た。その際，国立大学協会側としては，国立大学の媛業
料値上げについては政府においてもとくに慎重に対処さ
れたい旨を要望し，また，国立大学の授業料値上げは現
段階においては適当でない旨を述べ，その善処方につい
てとくに配慮されるよう強く要望いたしました。
以上取敢えずご連絡いたします。
昭和49年12月初日
国立大学協会の林会長，岡本・相磯両副会長等
が西岡自民党文教部会長に面談し，要望（資料2
参照）。
資料2
国大協総第123号
昭和49年12月26日
各国立大学長殿
国立大学協会
事務局長鶴岡酒造雄
国立大学の授業料矯額について（事務連絡（2))
去る12月24日国立大学授業料増額について，文部大臣
その他関係官と国立大学協会制I）との懇談会を行なったこ
とについては，既にご連絡いたしましたが，当日懇談会
終了後，出席大学長において協議の結果，内民党文教部
会に対し緊急に要請する必要が認められましたので，去
る12月26日林会長，岡本，相磯両副会長，都留第6常置
委員長が自民党西岡文教部会長に面談し，国立大学の運
営と授業料との関係，私立学校と国立学校との関係その
他現在の諸情勢等について種々意見交換を行ない，国立
大学協会としてはこの際国立大学の綬菜料値上げを見合
わせられたい旨を強く要望いたしました。
以上前回事務連絡{1）に引続き当協会において当面拾位
したことを取急ぎご連絡いたします。
昭和50年 1月7日
国立大学協会の相磯副会長，谷田第2常世委員
会委員長が，岩間文部事務次官及び井内大学局長
にIW談し，要望（資料3参照）。
資料3
各国立大学長殿
国大協総第3号
昭和50年1月7日
国立大学協会
事務局長丁子 尚
国立大学の学校改定について（事務連絡（3))
去る12月28日政府においては関係閣僚会議を開催し，
来年度における公共料金の引上げについての取扱い方を
決定されましたが，その際授業料については来年度は憶
えおく方針が示されたかに伝えられましたので，その後
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の推移を見守っていたとこA，去る 1月4日の昭和50年
度予算に対する大蔵省内示においては，授業料は見送ら
れましたが，入学料ならびに検定料等の矯額が示されま
した。よって当協会においては，去る 1月6日岡本，相
磯両副会長，都留第6，谷田第2各常置委員長，川上理
事等が国立教育会館に参集され，文部省岩間事務次官，
井内大学局長，三角審議官等からこのたびの大蔵省内示
の概要について中間報告をうけ，相互に種々意見の交換
を行ないました。さらに引続きこれの対策について国立
大学協会側において協議した結果入学料等の増額につい
て関係当局に対し，緊急に意志表明を行なう必要がある
との結論に達しました。よって取敢えず翌1月7日相磯
副会長ならびに谷田第2常置委員長が改めて岩間文部
事務次官ならびに井内大学局長と商談し，文部省仮uに対
し，学費値上げの問題について国立大学の立場で対処し
てきた従来の経緯その他諸般の実情を十分考慮され， と
くに慎重な配慮、をもって善処願いたい旨を強く要望いた
しました。
以上取敢えずご連絡いたします。
昭和50年1月9日
国立大学協会の林会長，岡本 ・相磯両副会長が
岩間文部事務次官及び井内大学局長に面談し，要
望（資料4参照）。
資料4
各国立大学長殿
国大協総第4号
昭和50年1月9日
国立大学協会
事務局長丁子 尚
国立大学の学費改定について（事務連絡｛4))
このことについて，国立大学協会は去る 1月9日かね
て招集していた理事会を開催し， この問題についてのこ
れまでの経過を報告して追認を求めるとともに，学費改
定に関し基本的問題ならびに当面の問題等について種々
論議が行なわれました。 さらに協議の上，この際とし
て，理事会終了後林会長，岡本，相磯両副会長が岩間文
部事務次官ならびに井内大学局長に面談し，入学料の大
巾引上げは遺憾であること，特別会計予算の積算校費が
物価騰貨のための実質的低下にならぬよう引上げに努力
せられたいこと等を申し入れ，かつ理事会の論議の状況
を伝えて文部当局に対し一層の善処方を繰返し要望いた
しました。
以上前団連絡以後の当協会の借置についてご連絡いた
します。
以上のような経過にもかかわらず，本年1月11
日に，入学料及び入学検定料の増額を含む昭和50
年度政府予算原案が決定されるに至った。
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